
重粒子線治療とは

炭素イオンを光速の約70％
まで加速してがんをピンポイン
トかつ強力に攻撃する最先
端の放射線治療。

○ 高い線量集中性：がんにピンポイントで照射

•X線は体表面で最も効果が強く、体内を進むにつれて効
果が弱くなる。

•重粒子線（炭素イオン線）は体表で効果が弱く、がん病
巣で止まる際に最も大きな効果を発揮するため、がん病
巣に集中してダメージを与えることができる。

○ 高い生物効果：放射線の効きにくいがんにも有効

•重粒子線はがん細胞への生物効果がX線や陽子線よ
りも高いため、通常の放射線が効きにくいがんにも効果
があり、短期間での治療にも適している。

がん病巣 がん病巣

炭素イオン線X線

重粒子線治療の特徴

【量子科学技術研究開発機構の組織】
昭和36年 4月 放射線医学総合研究所（放医研）病院部として創設

昭和38年 4月 病床数３８床増床 ８８床となる

平成  5年 5月 放医研 重粒子治療センター治療・診断部として発足

平成  6年 6月 重粒子線治療の臨床試験開始

平成 9年 4月 病床数１２床増床 １００床となる

平成13年 4月 放医研 重粒子医科学センター病院として発足

平成15年10月 「固形ガンに対する重粒子線治療」が高度先進医療承認

平成28年 4月 量子科学技術研究開発機構 放医研として発足

切除非適応の骨軟部腫瘍が保険適用

平成30年 4月 頭頸部悪性腫瘍、前立腺がんが保険適用

平成31年 4月 量子科学技術研究開発機構 ＱＳＴ病院として発足

令和 ４年 ４月 肝細胞がん、肝内胆管がん、局所進行性膵がん、局所大腸がん、

局所進行性子宮頸部線がんが保険適用

令和 ６年 ６月 早期肺がん、局所進行子宮頸部扁平上皮がん、婦人科領域の

悪性黒色腫が保険適用

【所在地と沿革】

千葉県千葉市稲毛区穴川４－９－１

【敷地・建物】

敷地面積  5,544 m2

建物面積  1,880 m2

延面積 10,417 m2

100 床

【医療法承認病床数】

ＱＳＴ病院とは ・重粒子線がん治療のトップランナーとして、16,000人以上の患者を治療

・より良い治療や装置の小型化を実現するための研究開発を実施

【職員数】（令和7年4月1日現在の常勤換算）

186名（医師：27、歯科医師1、診療放射線技師29、看護師51など）

病院棟（右）と
新治療研究棟

量子科学技術研究開発機構 ＱＳＴ病院（旧・放射線医学総合研究所病院）

国立研究開発法人



国立研究開発法人

量子科学技術開発機構

QST病院
千葉市稲毛区穴川4-9-1

重粒子線治療の適応

・良性腫瘍、胃・十二指腸・小腸・大腸がんの原発病巣、
血液腫瘍、皮膚がんの原発病巣は対象外。

・入院の有無は疾患名や治療の内容、患者の病状などで
判断。

・先進医療の場合、重粒子線治療の技術料（314万円）
は全額自己負担。

臨床試験公的医療保険適用 先進医療

【アクセス】

回転ガントリー
治療室

QST病院のホームページもご参照ください。

https://hospital.qst.go.jp

【お問い合せ・ご相談】
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